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発刊にあたり
益城西原消防署長　村田　正剛

 平成２８年４月に発生した『平成２８年熊本地震』において、
当署が管轄する上益城郡益城町及び阿蘇郡西原村では、益城町
で二度、西原村で一度の震度７を観測し、両町村に甚大な人的
及び物的被害をもたらしました。 
　私たち常備消防は、署員総勢５０名で活動に当たりましたが、
この未曾有の大地震に対しては、人員及び資器材等も不足し、
熊本市消防局、熊本県広域応援隊及び緊急消防援助隊の応援を
受けました。 
　また、非常備消防の、益城町及び西原村消防団の地域に根ざ
した活動も有り、最終的には、人的被害を最小限度で食い止め
られたものと感じております。 
　この地震で痛感させられたのは、受援の難しさ及び非常備消
防との連携の重要さであります。 
　この経験を、成功事例、反省事項及び検討課題を全て含めた
上で、後世に残すことは、当署に課せられた使命であると思っ
ております。 
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